
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和５年 ７月 ２４日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを○

で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法人

の名称 

（一社）白老観光協会 

マネジメント・マー

ケティング対象とす

る区域 

北海道白老郡白老町 

所在地 北海道白老郡白老町若草町 1 丁目 1 番 21 号 

設立時期 1951 年 5 月 白老町観光協会(任意団体) 設立 

1979 年 4 月 社団法人白老観光協会 設立 

2013 年 4 月 一般社団法人白老観光協会 移行 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 29 人【常勤 10 人（正職員 5 人・臨時職員 5 人）、嘱託職員 10 人 その他 9 人 】 

代表者（トップ人

材：法人の取組につ

いて対外的に最終的

に責任を負う者） 

（氏名） 

福田 茂穂  

（出身組織名） 

ホテルいずみ 

代表取締役 

 

(一社)白老観光協会会長(代表理事)。2017 年 5 月 より当

協会会長に就任し、白老の観光振興に精力的に取り組ん

でいる。ホテル経営者として、各種マネジメントに秀で

ており、地域内外に幅広い人脈を持つ。白老町観光地域

づくりの牽引役である。 

データ分析に基づい

たマーケティングに

関する責任者（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マーケテ

ィング・オフィサー 

（氏名） 

渋谷 和憲「専従」 

（出身組織名） 

（株）JTB 

常務理事 

 

㈱ＪＴＢで 36 年間勤務し、支店、メディア販売、仕

入・商品企画部門の個所長を経験、旅行業全般や観光地

域マーケティングに高い知見と能力を持つ。観光経済波

及効果、市場調査、観光戦略策定、着地型商品企画、造

成、販売に従事する。総合旅行業務取扱管理者。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チーフ・

フィナンシャル・オ

フィサー） 

（氏名） 

千葉 勝宏「専従」 

（出身組織名） 

(一社)白老観光協会 

事務局長 

 

当協会に 30 年間勤務。持続可能な運営のため、運営収

支や財源確保に関する検討を行う。北海道内 自治体、観

光事業者、白老町事業者との幅広いネットワークを持

ち、利害関係者との合意形成に精通する。 

事業部門 

物販部門の責任者 

（氏名） 

前田 真利「専従」  

(一社)白老観光協会  

事務局次長 

 

㈱丸井今井で 30 年間勤務。流通業界に精通している。

当協会物販事業責任者として、白老町ならではのお土産

物販売、軽飲食提供の仕組みをゼロから構築し、運営を

行っている。白老町ふるさと納 税推進業務や各種イベン

トでの販売等、地場産品の販路拡大に取り組んでいる。 

事業部門 

プロモーションの責

任者 

（氏名） 

石田 智紀「専従」 

（出身組織名） 

 (一社)白老観光協会 

総務課兼業務課主事 

当協会のプロモーション、Ｗｅｂ担当者として豊富な経

験と高い能力を持つ。業務を通じて、白老町観光事業者

との幅広いネットワークを持つ。 
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事業部門 

旅行商品造成・販売

の責任者 

（氏名） 

柳 加奈子「専従」 

「（出身組織名） 

 (一社)白老観光協会 

総務課兼業務課主任 

 

白老町観光事業者と連携し、当協会の着地型旅行商品企

画・販売を担当。ANAビジネスソリューションに勤務経

験あり。総合旅行業務取扱管理者、旅程管理者資格を持

つ。 

連携する地方公共団

体の担当部署名及び

役割 

 

【北海道白老町】 

 産業経済課(観光振興・宣伝、観光行事、商業振興、農林水産業振興) 

 政策推進課(アイヌ文化振興、ウポポイ普及啓発、公共交通、都市景観、ふるさ

と納税) 

 企画財政課(広報・報道対応、統計業務) 

 生涯学習課(仙台藩白老元陣屋資料館の管理運営、文化財の整備・保護、文化芸

術・スポーツ振興) 

 建設課(社会資本整備、ウポポイ周辺整備) 

 総務課(姉妹都市、情報システムの維持管理) 

 

連携する事業者名及

び役割 

【観光振興事業者】  

 (公社)北海道観光振興機構(各種誘客活動連携、助成・支援事業連携)  

 虎杖浜竹浦観光連合会(白老町虎杖浜・竹浦地区観光振興連携)  

【宿泊事業者】 

 白老町内各宿泊施設(宿泊)  

【飲食事業者】 

 白老町内各飲食関連事業者(飲食)  

【交通事業者】 

 ＪＲ北海道㈱白老駅(受入態勢整備)  

 白老観光バス㈱ ・白老交通㈱ ・北海道中央バス㈱ ・道南バス㈱ (二次交通)  

【物販・その他】 

 各物販事業者・その他事業者(商品仕入販売・着地型旅行商品開発・運営)  

【アイヌ文化振興】 

 ウポポイ(民族共生象徴空間) (公財)アイヌ民族文化財団 (アイヌ語・アイヌ文化

振興、伝承者育成、普及啓発、総合的研究の推進)  

 (一社)白老アイヌ協会 ・(一社)白老モシリ ・白老民族芸能保存会  

【産業振興】 

 白老町商工会 ・(協組)白老商業振興会 ・白老牛銘柄推進協議会 

 とまこまい広域農業協同組合 ・いぶり中央漁業協同組合  

【メディア】  

 ㈱北海道新聞社 ・㈱苫小牧民報社 ・㈱室蘭民報社  

【関連団体】  

 若草町内会(地元地域町内会)  

 ポロト自然休養林保護管理協議会(観光資源保護管理)  

 白老おもてなしガイドセンター(観光ガイドサービス)  

 特定非営利活動法人ウレシパの杜(森の再生・保存)  

 白老金融協会(当協会資金管理及び監査)  

【広域連携】 

 北海道登別洞爺広域観光圏協議会(観光振興広域連携) 

 登別市・白老町観光連絡協議会(観光振興連携)  

【文化財】 

 仙台藩白老元陣屋跡・資料館(文化財) 
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官民･産業間･地域間

との持続可能な連携

を図るための合意形

成の仕組み 

【該当する登録要件】①及び② 

① (一社)白老観光協会理事会・三役会・通常総会を開催  

② 白老まちづくりＤＭＯ戦略協議会の設置及び開催  

（概要） 

① 当協会には、白老町観光関連事業者、経済団体、産業団体、アイヌ関連団体

等、多種多様な業界から会員 170 社(団体等)が参画し、各種業界を代表する方々

が役員(会長１名、副会長２名、専務理事１名、常務理事 1 名、理事 11 名)とし

て理事会を形成している。当協会理事会は、概ね 1～2 か月に 1 回開催され、事

業計画の審議、事業進捗状況の点検、事業実施結果の評価等を行ない、合意形

成を図っている。三役会(会長、副会長、専務理事)は、理事会に諮る事前協議や

緊急対応等の合意形成を図っている。また、年 1 回開催する通常総会では、当

協会正会員に対し、事業報告、事業計画、決算状況等を報告するとともに、幅

広く意見を聴取し、事業執行への反映に努めている。白老町は、産業経済課観

光振興グループが、観光振興・宣伝、観光 行事、観光施設の計画・維持管理等

を担い、日々当協会と連携し、観光振興事業を推進している。  

②  当協会が主導し、官民多様な関係者が参加する「白老まちづくりＤＭＯ戦略協

議会」を設置。当協会を中心に、広域経済産業団体、各種協議会、地域自治体

等１８団体で構成し、官民・産業間・地域間の連携を図り、本協議会にて多様

な意見を反映し、合意形成を図る仕組みとしている。 

 

地域住民に対する観

光地域づくりに関す

る意識啓発・参画促

進の取組 

 

観光は、観光関連事業者だけでなく、農業、林業、漁業、製造業、サービス業等幅

広い分野にわたる産業であり、その振興は、交流人口を拡大させ、地域経済の活性化

や雇用の増大をもたらすものである。町民一人一人が、観光の意義及び白老町の魅力

(自然、歴史、文化、食、温泉等)を理解し、観光の重要な担い手として認識すること

が重要である。ウポポイ開業効果を全町に波及させ、住民意識啓発・参加促進を目的

に以下の取組を実施している。 

 

 観光客と町民の交流イベントをウポポイに隣接する白老駅北観光商業ゾーンで開

催(2020 年以降毎年実施)  

 白老町民限定ウポポイ無料施策(2020 年)  

 町民対象の観光おもてなしガイド養成講座の実施(2019 年以降毎年実施)  

 「界ポロト」日帰り入浴町民割引カードの発行(2022 年以降実施)  

 地域住民へのアイヌ文化、観光啓発を目的とした講演、イベントを実施 

 

法人のこれまでの活

動実績 

 

 

【活動の概要】 

昭和 26 年 5 月、観光地としての運営を円滑に進めるため、白老町観光協会 (任意

団体)が設立された。昭和 54 年 4 月、公益法人の設立が許可され、社団 法人白老観

光協会設立、その後、平成 25 年 4 月、一般社団法人白老観光協会 に移行する。 

任意団体の観光協会設立から、白老町の文化、観光資源の保存保護、観光施設の整

備改善、観光関係者の資質の向上と観光事業の健全な振興等を目的に、観光宣伝と観

光客誘致促進や観光客に対する接遇の改善、観光意識の普及向上等の各種事業を行っ

てきた。 

令和 2 年、ウポポイ(民族共生象徴空間)開業にあわせて、白老町が白老駅北観光商

業ゾーンを整備する。当協会が、構成施設の観光インフォメーションセンター指定管

理事業者として選定される。地域の観光振興、観光情報発信のみならず、観光資源の

維持管理、地域特産品販売及び展示ＰＲ等の事業を行っている。 

 

 

 

令和 4年度における当協会の事業については、概ね以下の通りである。 
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事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

1. 広告宣伝事業  

 新聞・雑誌広告 

 旅行情報誌広告掲載事業 

 各種観光事業集客チラシ作成事業 

 誘導案内看板維持管理 

 インターネット事業更新管理 

 ＳＮＳ等を活用した情報発信事業(しらおいナビ、ベトナム、中

国等海外向け)  

 観光情報発信強化事業(ホームページ多言語中国語、繁体字・簡

体字) 

 

2. 誘客事業 

 ウエルカムしらおいキャンペーン事業 

 しらおいポロトミンタラフェスティバル 2022 

 北海道まるごとフェア in サンシャインシティ 2022(東京) 

 民族共生象徴空間ＰＲ事業(仙台、東京、名古屋) 

 ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2022（東京） 

 北海道教育旅行説明会、相談会(仙台、大宮) 

 他県連携相互総客促進事業(福岡、熊本、香川) 

 大通りビッセ街頭ＰＲ（札幌） 

 ひろしま発！旅行ナビ 2022（広島） 

 白老町ＰＲ事業 in ソフトバンク社 

 ウポポイ出張公演ＰＲ事業（岡山） 

 登別洞爺北海道 in新千歳空港 

 

受入環境の

整備 

1. 白老駅北観光インフォメーションセンター管理運営業務 

 宿泊飲食、観光、体験プログラム等の情報発信 

 白老町特産品、北海道内お土産物販売及びＰＲ展示 

 軽飲食の提供 

 手ぶら観光(手荷物預かり、コインロッカー)対応 

 レンタサイクル事業 

 

2. 白老駅北観光商業ゾーン管理運営業務 

 遊具施設管理(ふわふわドーム等) 

 ＳＬポロト号(Ｄ５１)保存管理 

 駅北観光商業ゾーン(移動販売スペース、イベントスペー ス等)

管理 

 

3. JR 白老駅委託事業 

 白老駅臨時改札(ウポポイ側改札)案内業務 

 白老駅舎管理・清掃業務 

 白老駅内観光案内ブースの管理運営 

 

4. 白老ふるさと 2000 年の森管理業務 

 ポロトの森キャンプ場の管理運営 

 キャンプ用品のレンタル 

 

5. ウポポイ駐車場管理業務 

 観光大型バス駐車場管理運営 
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観光資源の

磨き上げ 

1. ポロト湖インフォメーションセンター管理運営業務 

 カナディアンカヌー貸出事業 

 ポロト湖氷上ワカサギ釣り事業 

 

2. 観光ガイド養成事業 

 白老町事業として観光ガイド養成講座を実施。養成講座終了有

志による、ガイドセンター設立。ガイド事業開始。 

 

3. 日帰りバスツアー事業 

 コロナ禍のマイクロツーリズム実証事業として、札幌圏発白老

町日帰りバスツアー事業を実施。 

 

4. 元気まち情報館管理事業 

 大滝白老線(幹線道路)設置の「元気まち情報館」での情報 発

信、維持管理事業 

 

5. ポロト湖、ポロトの森春の一斉清掃 

 観光シーズン前、環境保全を目的に地元の協力を得て実施 

 

6. 白老町アイヌ施策の事業連携 

 白老町実施の「アイヌ文化の保存伝承」「アイヌ文化の理 解促

進」「観光及び産業振興」「地域間・国際交流の推進」 等各事業

において、アイヌ文化磨き上げ、及びプロモー ション活動等で

連携 

 

【定量的な評価】 

※ 観光客の入込数 

2022（Ｒ４）年度 

全体 2,201,935人 517,862人の増 （前年比 130.8％） 

宿泊者数 116,000人 44,592人の増 （前年比 166.5%） 

日帰り客数 2,090,335人 473,270人の増（前年比 129.3％） 

海外客数 15,238人 15,238人の増（前年比 6742.5％） 

コロナ前に実施していたイベントの回復や誘客促進事業の効果による修学旅行な

どの団体旅行、ウポポイ効果による個人客、外国人観光客の増加や観光需要を喚

起した事業の推進により全体を通して入込客数増加となった。 

 

実施体制 

※地域の関係者との

連携体制及び地域に

おける合意形成の仕

組みが分かる図表等

を必ず記入すること

（別添可）。 

【実施体制の概要】 

当協会 2022（Ｒ４）年度末会員数：174 白老町観光関連事業者、経済団体、産業

団体、アイヌ関連団体が加盟)が母体となり、行政(国、北海道、白老町)及び (公社)北

海道観光振興機構等と連携し事業を推進。当協会理事会及び三役会 (会長、副会長、

専務理事)、年 1 回開催する通常総会にて、幅広く意見を聴取し、合意形成を図った

上で、事業推進に努めている。 

当協会等に加え、広域観光協議会、農林水産経済団体、アイヌ関連団体、地元町内

会等、多様な関係者が参画する「白老まちづくりＤＭＯ戦略協議会」においても、官

民が密接に連携した合意形成を図った上で、事業推進に努めている。 

 

 

 

 

【実施体制図】 次ページに記載 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 
 

 

【区域設定の考え方】 

 白老町は、北海道の南西部、胆振総合振興局管内のほぼ中央に位置し、南は太平洋、西は登別市、北は千

歳市と伊達市大滝区(旧大滝村)、東は別々川をはさんで苫小牧市と隣接している。 

白老とは、アイヌ語で「虻(あぶ)の多いところ」と言う意味の言葉、「シラウオイ」からきたと言われて

いる。 

 町の面積は、およそ 425.64平方キロメートルで、東京 23区総面積の約 2/3 の広さとなる。町の面積の約

75％を森林が占め、海、川、山、森、湖と様々な自然にあふれたのどかな街である。 

気候は穏やかで、夏は涼しく冬の積雪もあまり多くない。春と秋には豊富な自然が織りなす豊かな風景が

楽しめ、四季折々の様々な表情を楽しむことができる。 

 白老町は古くから先住民族「アイヌ」の人々がコタン(集落)を形成し、自然と自然現象のそれぞれに「カ

ムイ(神)」が宿るとして敬い、人間も自然の一部であると考え、共生により豊かな生活文化を育んできた。

これまでの歴史や、地域に根差したアイヌ文化の伝承・保存、調査・研究活動、豊かな自然環境や交通アク

セスの良さなどが認められ、2020（Ｒ２）年 7月、日本の貴重な文化でありながら存立の危機にあるアイヌ

文化の復興・発展のための拠点となるナショナルセンターとして、「国立アイヌ民族博物館」「国立民族共生

公園」「慰霊施設」から構成される「ウポポイ(民族共生象徴空間)」が開設された。 

 そのような背景のもと町は、「第 6次白老町総合計画」(令和 2年策定)「第 2次白老町商業・観光振興計

画」(令和 4年策定)で、ウポポイ開設を機に、多文化共生のまちづくりを進め、観光振興による町内商工業

の活性化を目指す事となった。 

 観光地域づくり法人がマーケティング・マネジメントする区域は、地域ＤＭＯ要件の単独市町村区域の白

老町とする。観光振興においては、近隣市町とも連携する必要があることから、西胆振地区(3市 4町)が加

盟する「北海道登別洞爺広域観光圏協議会」及び隣接する登別市との「登別市・白老町観光連絡協議会」に

て、地域連携の必要があるマーケティングやマネジメント対応を行う。 
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【観光客の実態等】 

令和4年度白老町観光入込客数調査

■日帰り客数

増減数 529 14,483 15,012

前年比 701.1% 10594.9% 6742.5%

令和4年度 617 14,621 15,238

令和3年度 88 138 226

前年比 135.5% 121.2% 129.3%

■海外客数

令和4年度 1,241,299 849,036 2,090,335

区　分 上半期 下半期 合　計

令和3年度 916,269 700,796 1,617,065

増減数 325,030 148,240 473,270

前年比 186.9% 150.2% 166.5%

区　分 上半期 下半期 合　計

令和3年度 29,868 37,140 67,008

増減数 25,946 18,646 44,592

■宿泊者数

令和4年度 55,814 55,786 111,600

区　分 上半期 下半期 合　計

前年比 137.1% 122.6% 130.8%

令和4年度 1,297,113 904,822 2,201,935

令和3年度 946,137 737,936 1,684,073

増減数 350,976 166,886 517,862

■総　数

区　分 上半期 下半期 合　計

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000

上半期

下半期

合 計

■総 数

令和3年度 令和4年度

0 50,000 100,000 150,000

上半期

下半期

合 計

■宿泊者数

令和3年度 令和4年度

0 1,000,000 2,000,000

上半期

下半期

合 計

■日帰り客数

令和3年度 令和4年度

0 5,000 10,000 15,000 20,000

上半期

下半期

合 計

■海外客数

令和3年度 令和4年度

 
 



様式１ 

8 

 

■道内客集計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

宿泊道内客 6,024 6,998 7,659 9,073 10,047 9,045 9,324 7,112 9,052 8,085 6,895 7,662 96,976

日帰り道内客134,138 195,680 177,482 191,450 222,864 204,172 204,248 143,632 115,808 90,061 92,937 117,448 1,889,920

道内客合計 140,162 202,678 185,141 200,523 232,911 213,217 213,572 150,744 124,860 98,146 99,832 125,110 1,986,896

■道外客集計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

宿泊道外客 1,155 1,105 1,011 1,202 1,345 1,150 1,395 1,199 1,323 1,316 1,112 1,311 14,624

日帰り道外客 7,646 22,132 20,714 19,208 20,821 24,992 28,364 21,545 12,083 7,794 7,053 8,063 200,415

道外客合計 8,801 23,237 21,725 20,410 22,166 26,142 29,759 22,744 13,406 9,110 8,165 9,374 215,039

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

月別・道内・道外客入込客数

宿泊道内客 日帰り道内客 ■道外客集計 宿泊道外客 日帰り道外客

宿泊道内客, 

96,976, 4%

日帰り道内客, 

1,889,920, 86%

宿泊道外客, 

14,624, 1%

日帰り道外客, 

200,415, 9%
シェア

宿泊道内客 日帰り道内客 宿泊道外客 日帰り道外客
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■宿泊集計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
虎杖浜地区 4,993 5,372 4,952 5,871 6,603 5,925 6,520 5,522 6,267 5,909 5,134 5,827 68,895
虎杖浜海外客 1 3 23 12 4 5 6 53 509 481 432 224 1,753
白老地区 2,186 2,731 3,718 4,404 4,789 4,270 4,199 2,789 4,108 3,492 2,873 3,146 42,705
白老海外客 3 13 9 8 17 14 56 27 53 55 85 35 375
計 7,179 8,103 8,670 10,275 11,392 10,195 10,719 8,311 10,375 9,401 8,007 8,973 111,600
海外客計 4 16 32 20 21 19 62 80 562 536 517 259 2,128

■日帰り計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

虎杖浜地区 40,806 70,956 60,952 61,045 70,502 68,228 71,264 63,798 50,748 37,836 34,562 40,716 671,413

虎杖浜海外客 23 22 26 34 40 41 265 728 3,941 2,214 1,477 1,567 10,378

白老地区 100,978 146,856 137,244 149,613 173,183 160,936 161,348 101,379 77,143 60,019 65,428 84,795 1,418,922

白老海外客 14 26 25 42 103 109 296 307 332 356 740 382 2,732

計 141,784 217,812 198,196 210,658 243,685 229,164 232,612 165,177 127,891 97,855 99,990 125,511 2,090,335

ウチ海外客計 37 48 51 76 143 150 561 1,035 4,273 2,570 2,217 1,949 13,110

0

1,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

海外宿泊客数

白老海外客 虎杖浜海外客

0

20,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2022年度月別・地区別・宿泊集計

白老地区 虎杖浜地区

0

200,000

400,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2022年度月別・地区別入込客数

虎杖浜地区 白老地区

0

2,000

4,000

6,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

海外入込客数

虎杖浜海外客 白老海外客

 



様式１ 

10 

 

（うち海外客） 1,753 0 1,753 ‐

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 10,377 73 10,304 14115.07%

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 1 0 1

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 375 5 370 7400.00%

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 2,401 130 2,271 1746.92%

（うち海外客） 0 0 0

（うち海外客） 2 8 ▲ 6 -75.00%

（うち海外客） 14 10 4 40.00%

（うち海外客） 315 0 315

（うち海外客） 0 0 0

体験・ツーリズム 7,353 5,069 2,284 45.06%

まつり・イベント 32,642 1,062 31,580 2973.63%

日帰り（ホテル・旅館） 14,326 3,522 10,804 306.76%

▲ 7,349 -12.27%

自然景観 9,776 10,446 ▲ 670 -6.41%

文化・歴史 378,144 195,926 182,218 93.00%

0 ‐

内
　
　
　
　
容

宿泊（ホテル・旅館・民泊） 42,705 12,832 29,873 232.80%

飲食店・みやげ 924,121 773,520 150,601 19.47%

スポーツ・レクリエーション 52,560 59,909

■白老地区 1,461,627 1,062,286 399,341 37.60%

-8.33%

スポーツ・レクリエーション 37,914 31,148 6,766 21.72%

27.16%

自然景観 128,623 115,770 12,853 11.10%

27.17%

飲食店・みやげ 369,810 290,815 78,995

内
　
　
　
　
容

宿泊（ホテル・旅館・民泊） 68,895 54,176 14,719

文化・歴史 0 0 0

体験・ツーリズム 22 24 ▲ 2

まつり・イベント 0 0

日帰り（ホテル・旅館） 135,044 129,854 5,190 4.00%

区　　分 令和4年度 令和3年度 増減数 増減率

■虎杖浜温泉地区 740,308 621,787 118,521 19.10%
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

白老町内地区 宿泊施設数 客室数 収容数 

白老地区 ５ ７３ ２２２ 

虎杖浜地区 １１ ２３６ ７８５ 

計 １６ ３０９ １，００７ 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

⚫ 区域までの交通 

飛行機 

東京⇒新千歳空港 約 1時間 40分 大阪⇒新千歳空港 約 2時間 

〈新千歳空港から〉 

ＪＲ北海道 新千歳空港から白老駅まで 約 45分(特急利用) 

都市間バス 新千歳空港から白老駅まで 1時間 45分(1日 1便) 

車     新千歳空港から白老駅まで 約 45分(高速道路利用) 

列車 

〈札幌駅から〉   ＪＲ北海道 札幌駅から白老駅まで    約 1 時間(特急利用) 

〈旭川駅から〉   ＪＲ北海道 旭川駅から白老駅まで    約 2 時間 30分(特急利用) 

〈新函館北斗駅から〉ＪＲ北海道 新函館北斗駅から白老駅まで 約 2 時間 30分(特急利用) 

車 

〈札幌方面から〉 札幌北ＩＣから白老ＩＣまで  約 1時間 30分(高速道路利用) 

〈旭川方面から〉 旭川鷹栖ＩＣから白老ＩＣまで 約 2時間 20分(高速道路利用) 

〈函館方面から〉 大沼公園ＩＣから白老ＩＣまで 約 2時間 50分(高速道路利用) 

フェリー 

〈苫小牧港から〉 車で 苫小牧フェリーターミナルから白老駅まで 約 40分 

 

⚫ 域内交通 

白老町交流促進バス(愛称：ぐるぽん)を運行。「ＪＲ白老駅」から「ウポポイ」はもちろん「仙台藩白

老元陣屋資料館」「ポロトミンタラ」等白老地区の観光拠点をはじめ、社台地区、萩野地区等、どこま

で乗っても 1回 100円で利用可能。 

 

【外国人観光客への対応】                           （人） 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

訪日外国人宿泊客数 5,611 11,131 11,815 9,204 52 5 2,128 

 

⚫ 白老町の外国人宿泊者数は、2017年度に 1万人を超え大きく伸びていく事が期待されていたが、2020

年の新型コロナ感染症拡大の影響によりインバウンドについては大きく需要が落ち込んだ。2022年度

に入り海外からの国際便・水際対策が段階的に緩和されようやく回復傾向となった。新千歳空港の国際

線直行便の再開や各施設における SNSを中心とした海外向け情報発信などで、2022年度の訪日外国人

宿泊客数は 2,128人となり前年より 2,123人の大幅な増となったが、コロナ前の 2018年度（11,815

人）の水準には未だ大きな乖離がある状況。 

 観光インフォメーションセンター(ＪＮＴＯカテゴリー２)の維持運営 

 常勤外国人スタッフ(ベトナム人 1名、中国人 1名)による観光案内及び多言語情報発信(ＳＮＳ等) 

 観光インフォメーションセンターに対話型翻訳機(72言語)を設置 

 観光マップ(英語、中国語繁体語、中国語簡体語、韓国語)の発行及び設置 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、消

費単価向上に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実施。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 アンケート調査を自主事業として実施。 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がってい

る要因を分析し、戦略立案に繋げるた

め。 

アンケート調査を自主事業として実施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦略

立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実施。 

ＷＥＢサイトの 

アクセス状況 

地域に対する顧客の関心度や施策の効

果等を把握するため。 

当協会ホームページ閲覧状況を委託事業者か

らの報告を基に集計 

住民満足度 観光振興に対する地域住民の理解度を

測るため。 

2 年に 1 回実施される「町民意識調査」にお

ける観光施策満足度を引用し分析を実施。 

 

４．戦略 

 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
白老町は、北海道の玄関口、新千歳空港(千歳市)や苫小牧港(苫小牧市)に比較的近く、アイヌ文化や

歴史、景勝地や温泉があり、宿泊をして１日以上滞在し楽しむことができる観光地である。しかし、観

光客は、ＪＲや道央自動車道など交通アクセスの利便性が高い故、近隣の登別温泉(登別市)、洞爺湖温

泉(洞爺湖町)等、規模の大きい温泉地に宿泊する傾向があり、白老町は、通過型日帰り観光地となり、

町での滞在時間は短い傾向にある。 

 2020（令和２）年７月「国立アイヌ民族博物館」「国立民族共生公園」「慰霊施設」からなるウポポイ

(民族共生象徴空間)が町内に開業。町は、増加する観光客対応として、観光インフォメーションセンタ

ーを開設、ＪＲ白老駅および周辺を整備、観光ガイド人材の育成や受入体制の強化を進めてきた。観光

客に心のこもったおもてなしを提供するとともに、観光による地域活性化を目指す施策を実施してき

た。 

 2020（令和２）年に始まる新型コロナウイルス感染症拡大の影響は甚大で、町内観光事業者に深刻な

影響が生じていたが、ようやく行動制限が緩和され、徐々に人流が活発化してきた。旅行割引支援など

の需要喚起策や各市町村での祭りやイベントの再開、海外からの直行便・水際対策の段階的緩和などに

より観光需要は大きく回復傾向にあるが、まだコロナ禍以前の 2019（令和元）年度の水準まで回復し

ていない。 

 ウポポイも開業３周年を迎え、今後増加が見込める観光客に対し、当協会が中心となり、町内の魅力

を発信、着地型のツアーの開発・販売等で観光客を増やすとともに、町内滞在時間を増やし、地域内に

おける経済効果を高めることが課題である。 
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（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 アイヌ文化伝承の地 

 海、山、川、湖などの豊かな自然環境 

 新千歳空港に車で 40分の好アクセス 

 札幌圏からのアクセスの良さ 

 「白老牛」「虎杖浜たらこ」「椎茸」「卵」

等、特産品を活用した食文化 

 「国立民族博物館」や「国立民族共生公

園」「慰霊施設」等から構成される「ウポ

ポイ(民族共生象徴空間)」の開業 

 湯量豊富な虎杖浜温泉やモール泉の白老

温泉等温泉資源が豊富 

 ポロト湖・ポロト自然休養林を活用した

アウトドア体験が可能 

 道内では比較的温暖で、積雪は少ない 

 2022（Ｒ４）年 10月、史跡白老仙台藩陣

屋跡、仙台藩白老元陣屋資料館が北海道

遺産として選定 

弱み（Weaknesses） 

 商業集客施設が無い(地元特産品集約施設

が無い) 

 宿泊施設(収容数)が少ない。 

 宿泊者が少なく、通過型観光地 

 拠点からの二次交通が少ない。 

 統計調査等活用不足 

 観光推進体制が脆弱(誘客活動、観光案内

等) 

 宿泊施設の老朽化 

 人口減少、高齢化による観光事業の担い

手不足 

 少ない飲食店 

 閑散期(冬季)の集客力が弱い。 

 情報発信力が弱い 

 地域一体で観光に取組む団結力不足 

 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

 「ウポポイ(民族共生象徴空間)」開業に

よる観光客の増加や新規創業・出店 

 新千歳空港、ＪＲ白老駅、白老港、白老

町周辺道路等の社会基盤整備 

 知名度のある宿泊施設(星野リゾート界ポ

ロト)の進出 

 「ウポポイ」「界 ポロト」「白老牛」等メ

ディア露出増加による注目 

 円安によるインバウンド消費機会の拡大 

脅威（Threat） 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

 国際情勢不安による旅行控え 

 人口減少、若年層の旅行離れ等による市

場の減少 

 周辺観光地との競争激化 

 公共交通機関の減便、路線廃止 

 物価上昇による観光消費控え 

 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○ 第１ターゲット層  

北海道在住 

 ミドル層(35～49歳)、シニア層(50歳以上) 

 教育旅行マーケット 

 

○ 選定の理由 

 2022（Ｒ４）年度白老町観光入込客数（220万人）のうち道内客は約 9割（199万人）を占めて

いる。コロナ禍における近距離旅行ニーズの傾向や、道内客の割合が高い傾向は引き続き継続す

ると想定する。 

 来訪者アンケートの居住地項目では北海道内が 78.6％次いで関東圏 12.6％。年齢別では 50代

（25.6％）が最も多く、次いで 40代（22.6％）、30代（17.5％）となっている。 

 観光インフォメーションセンター利用客は 2022（Ｒ４）年度で道内客 1,239名、道外客 2,781

名、海外客 167名で計 4187名。行動制限の緩和により道外利用者の割合が高まる傾向にある

が、2020（Ｒ２）年度からの累計値では、道内客 5106名道外客 6415名、計 11521名の約 44％を

道内客が占めている。年齢別データは無いが、10代、20代は少なく、30代以上、特に知的好奇

心の強い 50代以上が多く、可処分所得の高い層であることを考慮。 
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 教育旅行ニーズの高いウポポイやキャンプ場での体験メニュー等コンテンツが豊富。 

 ウポポイの来場者数は開業 1年目（令和 2年 7月 12日～令和 3年 7月 11日）約 25.9万人（う

ち教育旅行生：約 5.8 万人）2年目（令和 3年 7月 12日～令和 4年 7 月 10日）約 26.9万人

（うち教育旅行生：約 6.8万人）。教育旅行は安定的な需要あり。 

 

○ 取組方針 

 新聞広告や各種旅行雑誌、ホームページ、ＳＮＳサイトなどの各種道内向けの媒体を活用した情

報発信を実施、白老町特有の観光資源の視覚的魅力を訴求する。 

 町内外から多くの人を集めることができる「まつり・イベント」は開催の復活が期待されること

から、情報発信の貴重な機会ととらえ、協賛・協力し、ポロトミンタラ（白老駅観光商業ゾー

ン）において新しい情報を発信し、町内周遊を推進する。 

 白老町独自観光振興施策(プロモーション、イベント)を積極的に活用する。 

 北海道、白老町、周辺自治体、ウポポイと連携し、教育旅行誘致事業を積極的に行う。 

 白老町観光事業者と連携し、需要に基づいた着地型コンテンツを造成・販売する。 

 

○ 第２ターゲット層  

大都市圏(東京・大阪・名古屋)及び新千歳空港就航地 

 ミドル層(35～49歳)、シニア層(50歳以上) 

 教育旅行マーケット 

 

○ 選定の理由 

 道外入込客数の居住地の上位は関東、関西、中部の順位。新千歳空港から車で 40分の立地の利

便性があることから３都市及び就航地を選定。 

 観光インフォメーションセンター利用客の調査においても、北海道外在住日本人(47.4%)のうち

特に大都市圏(関東圏、中部圏、関西圏)及び新千歳空港就航地からの観光客が多く、かつミドル

層、シニア層は、可処分所得も多い。 

 観光消費額全体の底上げを図るためには、消費単価の高い道外客の入込客数を増加させることが

必要。 

 都市圏におけるキャンプなどアウトドア需要の高まりを好機ととらえ、海、山、川、湖などの豊

かな自然環境を訴求する。 

 白老町はアイヌ文化の伝承の地であり、「ウポポイ(民族共生象徴空間)」は、教育旅行マーケッ

トにおいて学習的価値が高い。修学旅行等は複数年にわたり同一目的地を選定する傾向があるこ

とから学校数、学生数の多い都市圏の安定需要を獲得する事が必要。 

○ 取組方針 

 北海道、白老町と連携し、大都市圏誘客活動を実施し、白老町のＰＲ並びに誘客に努める。 

 北海道、白老町、周辺自治体、ウポポイと連携し、教育旅行誘致事業を積極的に行う。 

 白老町観光事業者と連携し、需要に基づいた着地型コンテンツを造成・販売する。 

 

○ 第３ターゲット層  

海外市場 

 訪日観光意向を持つ東アジア(中国、台湾、香港、韓国)在住外国人 

 

○ 選定の理由 

 白老町における海外宿泊者数は、1万人前後(2017～2019年度)で推移していたが、2022年度は

2,128人。アジア圏を中心とした新千歳空港国際線の路線復活による増加が期待されるので、外国

人宿泊客の総数及び全体に占める割合を増やすことが必要。 

 当協会運営観光インフォメーションセンター利用外国人客の割合は、アジア圏 43.7%、アメリカ、

カナダ、南米圏で 24.6%、ヨーロッパ圏 25.1%となっておりアジア圏の割合が多い。 
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 コロナ以前の訪日外国人旅行消費額調査（2019年）では、訪日外国人旅行消費額の約 64.4%が、中

国、台湾、香港、韓国からの旅行者によるものであり、新千歳空港国際線の再開に伴い、アジア圏

からの訪日外国人観光客が増加することが予想される。 

 海外客の観光消費による町の活性化を白老町が町の方針として掲げている。 

 

○取組方針 

・日本政府観光局(ＪＮＴＯ)と連携し、ウポポイ以外の白老町観光コンテンツ情報発信を行う。 

・当協会ホームページ、ＳＮＳ等の多言語対応を継続して行う。 

・地元事業者、当協会外国人従業員(中国人 1名、ベトナム人 1名)との連携による、訪日外国人向け

着地型コンテンツの開発。 

 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト ～豊かな自然に恵まれ、先住民族「アイヌ」の歴史と文化が息づくまち～ 

北海道白老町 

②コンセプトの考え方 １． 魅力ある観光地を形成 

 ウポポイ(民族共生象徴空間)の開業を契機とし、観光地としての魅力を向

上させるため、当協会が地域ＤＭＯとして関係機関との連携により、魅力あ

る観光地の形成に努める。 

 

２． 魅力ある地域資源の活用 

 豊富な自然やアイヌ文化を取り入れた商品開発・飲食の提供のほか、自然

景観の保存・整備・温泉資源の利活用など、白老町が持つ魅力ある地域資源

を活用し、観光地としての価値を高める。 

 

３． 訪れやすいまちづくりの整備・充実 

 多様化する観光ニーズに応えるため、観光インフォメーションセンター

(当協会運営)を拠点とした情報発信やガイド人材の育成、交通アクセスの整

備のほか、宿泊施設、飲食店、土産物店等の魅力度アップ、新規事業者の参

入促進等に努める。また、外国人観光客の増加にも備え、多言語対応やキャ

ッシュレス化、観光地のバリアフリー化にも取り組む。 

 

４．新たな誘客への取り組み 

 当協会が中心となり、観光客動向調査や観光ニーズの把握等に努めるとと

もに、旅行商品の企画販売、体験メニューの充実、教育旅行の誘致、アイヌ

文化を取り入れた商品企画販売等にも取り組む。 

 

以上のような取り組みを実践し、何度も何度も訪れて、住んでみたくなる 

～豊かな自然に恵まれ、先住民族「アイヌ」の歴史と文化が息づくまち～ 

北海道白老町を実現する。 
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

「白老まちづくりＤＭＯ戦略協議会」にてＤＭＯの方針等、多様な関係

者と共有を行う。 

同協議会と概ね会員が重複する「一般社団法人白老観光協会」の通常

総会(年１回)、理事会、三役会等(概ね１～２か月に１回)を実施し、多

様な関係者との合意形成を図り事業を推進する。 

 白老町観光方針及び観光施策は、白老町公式ホームページで広く周知

され、当協会と連携して、事業実施される。 

 

定期的に開催(概ね１～２か月に１回)される当協会理事会(宿泊、飲

食、交通、物販他各分野の観光事業者の代表で構成される)並びに三役

会(会長、副会長、専務理事)において、事業管理、予算管理、数値管理

等定期的に戦略との整合性に関する調整等が行われる。 

 活動の意義・内容・成果・目標数値の達成状況等の分析結果を反映し

た「事業報告書」「前年度収支決算」並びに次年度の「事業計画書案」

「収支予算案」は、通常総会で報告、承認される。また当協会公式ホー

ムページにて周知される。 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

おもてなしガイド人材育成事業によるガイド品質の維持向上 

ご当地グルメ「白老バーガー＆ベーグル」規格・プロモーションの管理

観光総合窓口対応による、ニーズの把握、サービスの維持向上 

 白老ふるさと２０００年の森管理業務 

 自転車、カヌー貸付事業 

 ワカサギ釣り事業 

 白老ねっと商店事業（インターネット販売） 

 白老町ふるさとＧＥＮＫＩ応援寄附金事業（ふるさと納税） 

 コーディネーター事業（職業体験・鮭遡上見学等） 

 白老駅北観光商業ゾーン管理業務 

 しらおいチャレンジショップ管理業務 

 ＳＬポロト号・遊具施設、自動販売機等管理業務 

 観光大型バス駐車場管理業務 

 手ぶら観光（手荷物一時預かり）コインロッカー設置事業 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

ＪＲ白老駅北観光インフォメーションセンターによる観光案内、 

ＨＰ、ＳＮＳ等一元的な情報発信・各種施策を実施。 

当協会ホームページ、白老町ホームページ、白老町広報誌、市内の観光

関連事業者等で、地域一体となった情報発信を行う。 

 広告宣伝事業 

新聞、雑誌広告、旅行情報雑誌掲載、各種観光事業集客広告、誘導

案内看板管理、インターネット、ホームページ、ＳＮＳサイトＰＲ

事業（しらおいナビ）観光情報発信機能強化事業 

 誘客事業 

観光客・修学旅行誘致活動事業（道内外・海外他） 

 まつり・イベント事業への協賛、協力 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

 令和２年度に策定された「第６次白老町総合計画」及び「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を上位計画として位置付け、本町における商業及び観光施策の指針として策定された「第２次

白老町商業・観光振興計画」に定められた目標数値にあわせた目標数値設定としている。「総合計

画」「総合戦略」「振興計画」に目標記載のないものについては、現状値を考慮の上、目標数値設定

している。 

【設定にあたっての考え方】 

⚫ 旅行消費額 

上記計画の令和 9年度目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。令和 6年度目標 143億、令和

9年度目標 160億。（＊）はデータ無し、以下同様。 

 

⚫ 延べ宿泊者数 

令和 4年度は、国による全国旅行支援や HOKKAIDO LOVE割、町によるウェルカムしらおいキャ

ンペーンなどの支援により当初目標を大きく上回った。令和 5年度はこれらの特殊要素が見込め

ないため、過年度及び現状実績を考慮し、令和 9年度目標数値（10万人）を基に段階的に単年度

目標を設定。 

 

⚫ 来訪者満足度 

アンケート調査により測定、０～７段階（大変満足～どちらでもない～大変不満、利用していな

い）のうち５～７の評価割合を目標指標。令和 4年度の総合的な満足度は 86.8％。極めて高く推

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（億円） 

目

標 

  140   108   120   128   143   149 

（＊） （＊） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

95.8 56.7 145 
   

（＊） （＊） （＊） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

  100   81   72   77   82   87 

（＊） （0.08） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

58 67 111 
   

（0.05） （0.005） （2.128） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

＊ 75.0 82.3 82.8 83.3 83.8 

（＊） （＊） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

78.4 81.8 86.8 
   

（＊） （＊） （＊） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

＊ 54.9 56.3 58.0 60.0 63.0 

（＊） （＊） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

52.2 53.6 77.4 
   

（＊） （＊） （＊） 
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移、調査精度の向上と現状レベル維持を目途とし、令和 9年度目標数値（８５％）を基に段階的

に単年度目標を設定。 

 

⚫ リピーター率 

アンケート調査により測定、来町２回目以上の観光客の割合を目標指標。令和４年度のリピータ

ー率は７７．４％、極めて高く推移、調査精度の向上と現状レベル維持を目途とし、令和 9年度

目標数値（70.0％）を基に段階的に単年度目標を設定。 

 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

令和２年度に策定された「第６次白老町総合計画」及び「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を上位計画として位置付け、本町における商業及び観光施策の指針として策定された「第２次

白老町商業・観光振興計画」に定められた目標数値にあわせた目標数値設定としている。 

【設定にあたっての考え方】 

⚫ 住民満足度 

上記計画の令和 9年度目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。令和６年度 52％、令和 9年度

54.8%の目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。2年に１回白老町により実施される「町民意

識調査」における観光施策満足度調査により分析を実施。おもてなしと思いやりの心あふれる受

け入れ体制が充実していると感じる町民の割合を指標とする。直近の調査は令和３年度 43.0％。 

⚫ Ｗｅｂサイトのアクセス状況 

上記計画の令和 9年度目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。令和 6年度 70万件、令和 9

年度 100万件の目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。 

⚫ 観光客総入込数 

上記計画の令和 9年度目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。令和 6年度 3,125千人、令和

9年度 3,500千人の目標数値を基に段階的に単年度目標を設定。 

 

 

 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●住民満足度 

（％） 

目

標 

‐ 45.0 45.0 50．0 52.0 53.0 

（‐） （‐） （‐） （‐） （‐） （‐） 

実

績 

‐ 43.0 43.0    

（‐） （‐） （‐） 

●Webサイトの 

アクセス状況 

【回】 

 

目

標 

‐  437,500  460,000  570,000  700,000  800,000 

（＊） （＊） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

 350,444 354,278 571,460 
   

（＊） （＊） （＊） 

●観光客総入込数

【人】 

 

目

標 

‐ ‐ 2,000,000 2,300,000 2,600,000 2,700,000 

（＊） （＊） （＊） （＊） （＊） （＊） 

実

績 

1,773,948 1,684,073 2,201,935 
   

（＊） （＊） （＊） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度（実績） 

134,841,190（円） 【会費収入】              1,709,000 

【補助金収入】             36,530,444 

【事業収入】              92,505,469 

【自転車及びカヌー貸付負担金】      221,800 

【雑収入】               4,050,393 

【繰入金収入】             1,528,000 

【前期繰越収支差額】         △1,703,916 

（円） 

 

2021（Ｒ３） 

年度（実績） 

179,505,557（円） 【会費収入】              1,804,000 

【補助金収入】             92,912,913 

【事業収入】              80,585,663 

【自転車及びカヌー貸付負担金】      167,500 

【雑収入】               2,391,633 

【繰入金収入】             1,464,000 

【前期繰越収支差額】           899,848 

（円） 

 

2022（Ｒ４） 

年度（実績） 

210,650,775（円） 【会費収入】              1,823,000 

【補助金収入】             96,847,146 

【事業収入】             112,736,944 

【自転車及びカヌー貸付負担金】      209,600 

【雑収入】               1,379,291 

【繰入金収入】              560,000 

【前期繰越収支差額】         △2,905,206 

（円） 

 

2023（Ｒ５） 

年度（予算） 

160,187,100（円） 【会費収入】              1,900,000 

【補助金収入】             36,476,681 

【事業収入】              119,547,092 

【自転車及びカヌー貸付負担金】      150,000 

【雑収入】                 1,252 

【繰入金収入】             1,658,000 

【前期繰越収支差額】           454,075 

（円） 

 

2024（Ｒ６） 

年度（未定） 

160,187,100（円） 2023（R5）年度 

予算と同額で仮定 

（円） 

 

2025（Ｒ７） 

年度（未定） 

160,187,100（円） 2023（R5）年度 

予算と同額で仮定 

（円） 
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（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

133,941,342（円） 【事業費】              104,917,445 

【特別枠事業費】             376,000 

【臨時交付金事業費】          3,860,986 

【管理費】               22,056,911 

【特定預金支出】            1,202,000 

【繰越金支出】             1,528,000 

（円） 

 

2021（Ｒ３） 

年度 

182,410,763（円） 【事業費】               98,098,691 

【特別枠事業費】            5,539,500 

【臨時交付金事業費】          56,819,089 

【管理費】               19,489,483 

【特定預金支出】            1,000,000 

【繰越金支出】             1,464,000 

（円） 

 

2022（Ｒ４） 

年度 

210,196,700（円） 【事業費】              125,805,425 

【特別枠事業費】            1,999,955 

【臨時交付金事業費】          58,410,002 

【観光地づくり推進事業費】       2,050,000 

【管理費】              21,287,318 

【特定預金支出】             84,000 

【繰越金支出】             560,000 

（円） 

 

2023（Ｒ５） 

年度 

160,187,100（円） 【事業費】              123,821,000 

【特別枠事業費】            1,600,000 

【臨時交付金事業費】              0 

【管理費】              24,032,000 

【特定預金支出】            782,000 

【繰越金支出】             1,658,000 

【予備費】               8,294,100 

（円） 

 

2024（Ｒ６） 

年度（未定） 

160,187,100（円） 2023（R5）年度 

予算と同額で仮定 

（円） 

 

2025（Ｒ７） 

年度（未定） 

160,187,100（円） 2023（R5）年度 

予算と同額で仮定 

（円） 
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（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
当法人は、任意団体の設立から 70年以上、白老町の観光振興に寄与してきた。2022（R4）年度に

候補ＤＭＯ⇒地域ＤＭＯに登録され、地域の「稼ぐ力」を引き出す観光地域づくりの舵取り役として

事業を推進している。2023年度は、「ウポポイ大型バス駐車場管理事業」「白老駅北観光インフォメー

ションセンター物販事業」の２事業を更に拡大し、旅行業登録申請に必要な基準資産を確保する。旅

行業を取得し、着地型旅行商品の造成・販売等により収益事業に育てることや、既存事業(上記記載

の自主事業・受託事業・指定管理事業)の高付加価値、新規事業の開発等自律的・継続的な運営を目

指す。 

【自主事業】 

・ウポポイ大型バス駐車場管理事業(2022年度駐車場収入 1,018万円) 

・白老駅北観光インフォメーションセンター物販事業(2022年度販売額 8,748万円) 

・手ぶら観光(手荷物一時預かり、コインロッカー運営)事業 

・ポロトの森キャンプ場管理運営事業(キャンプ場管理運営、売店、レンタル用品) 

・ポロト湖インフォメーションセンター管理運営事業(カヌー、自転車貸出) 

【受託事業】 

・白老駅臨時改札業務 

・白老駅舎管理・清掃業務 

・白老町ふるさと納税返礼品送付業務 

・ポロト湖ワカサギ釣り事業 

【指定管理事業】 

・白老駅北観光商業ゾーン管理業務 

・白老ふるさと 2000年の森管理業務 

 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

北海道白老町は、北海道内及び白老町内の経済発展に寄与するため、地域の「稼ぐ力」を引き出す

観光地域づくりの舵取り役である地域 DMO一般社団法人白老観光協会と連携し、白老町全体の観光振

興に取り組んでまいります。 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

対象区域が重複する地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯは無い。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 柳 加奈子 

担当部署名（役職） 総務課兼業務課主任 

郵便番号 059－0902 

所在地 北海道白老郡白老町若草町 1丁目 1番 21号 

電話番号（直通） (0144)82-2216 

ＦＡＸ番号 (0144)82-4517 

Ｅ－ｍａｉｌ k.yanagi@shiraoi.net 
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１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 北海道 白老町 

担当者氏名 工藤 智寿 

担当部署名（役職） 産業経済課(課長) 

郵便番号 059-0995 

所在地 北海道白老郡白老町大町 1丁目 1番 1号 

電話番号（直通） (0144)82-8214 

ＦＡＸ番号 (0144)82-4391 

Ｅ－ｍａｉｌ syoko@town.shiraoi.hokkaido.jp 

 

都道府県･市町村名 北海道 白老町 

担当者氏名 久末 雅通 

担当部署名（役職） 産業経済課 観光振興グループ(主幹) 

郵便番号 059-0995 

所在地 北海道白老郡白老町大町 1丁目 1番 1号 

電話番号（直通） (0144)82-8214 

ＦＡＸ番号 (0144)82-4391 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@town.shiraoi.hokkaido.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
北海道白老郡白老町
【設立時期】 １９５１年５月
【設立経緯】
③区域の観光協会がＤＭＯに移行
【代表者】 福田 茂穂
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 渋谷 和憲
【財務責任者（ＣＦＯ）】 千葉 勝宏
【職員数】２９人（常勤１０人（正職員５人・臨時５人）、嘱託１０人、その他９人）

【主な収入】
事業１１２百万円、補助金９６百万円、会費他２．６百万円（R４決算）
【総支出】
事業費１２５百万円、臨時交付金事業費他６２百万、管理費２１百万円
（R４決算）
【連携する主な事業者】 白老町宿泊事業者、白老町交通事業者、白老
町飲食事業者、白老町商業事業者、白老町商工会、（協）白老商業振
興会、白老町アイヌ関係団体、白老町金融協会

項目
2020
（R2）年

2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

旅行
消費額
(億円)

目標
１４０ １０８ １２０ １２８ １４３ １４９

(＊) (＊) (＊) (＊) (＊) (＊)

実績
９５．８ ５６．７ １４５

― ― ―
(＊) (＊) (＊)

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
１００ ８１ ７２ ７７ ８２ ８７

(＊) (0.08) (＊) (＊) (＊) (＊)

実績
５８ ６７ １１１

― ― ―
( 0.05 ) ( 0.005  ) ( 2.128 )

来訪者
満足度

(％)

目標
＊ ７５．０ ８２．３ ８２．８ ８３．３ ８３．８

(＊) (＊) (＊) (＊) (＊) (＊)

実績
７８．４ ８１．８ ８６．８

― ― ―
(＊) (＊) (＊)

リピーター率
(％)

目標
＊ ５４．９ ５６．３ ５８．０ ６０．０ ６３．０

(＊) (＊) (＊) ( ) (  ) ( )

実績
５２．２ ５３．６ ７７．４

― ― ―
(＊) (＊) (＊)

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月２４日

【主なターゲット】
① 北海道在住
② 大都市圏（東名大）及び新千歳空港就航地
ミドル層、シニア層、教育旅行マーケット（①②共通）
③ 東アジア地区在住外国人
訪日観光意向を持つ、ミドル、シニア層
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
• 国、北海道、白老町の観光施策を積極的に活用
• 周辺自治体、ウポポイと連携したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ（教育旅行）
• 白老町観光事業者と連携による着地型商品の企画販売
• 当協会HP、SNSの多言語対応による情報発信

【観光地域づくりのコンセプト】
～豊かな自然に恵まれ、先住民族「アイヌ」の歴史
と文化が息づくまち～ 北海道白老町

【観光資源の磨き上げ】
• ポロト湖カヌー事業、わかさぎ釣り
観光ガイド養成事業

• 白老町アイヌ施策の事業連携、アイ
ヌ文化を取り入れた商品企画、販売

【受入環境整備】
• 観光インフォメーションセンターの
維持運営

• JR白老駅委託事業
• 白老ふるさと2000年の森管理業務
• ウポポイ大型バス駐車場管理業務
• 白老駅北商業観光ゾーン管理業務

【情報発信・プロモーション】
• 観光インフォーメーション
センターによる観光案内

• ＨＰ、ＳＮＳ等一元的な
情報発信

• 多言語観光客・修学旅行誘致活動事業
（道内外・海外他）

• 多言語化
【その他】
• 白老ねっと商店事業
（インターネット販売）

• 白老町ふるさとGENKI
応援寄付金事業（ふるさと納税）

（登録）【地域DMO】 一般社団法人 白老観光協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組

ポロトの森自然散策

サケの遡上
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